
日

本

性

心

正

行

報

國

ー

憂
國

僣
禪
阿

の
報

國
蓮
動
ー

鵜

飼

光

順

陶

ヘ

ヘ

ヘ

へ

な

ヘ

ヘ

へ

勃
誓
忠
策
皇
國
ノ
金
言

ニ
シ
テ
片
時
モ
忘
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
急
務
タ
リ
入
學
ノ
始
メ
必
ズ
先
コ
レ
ヲ
暗
誦
セ
シ
メ
日
本
性
心
正
行
報
國
ノ
爲
ニ
セ
ハ
、
佛

騨
擁
護
七
難
即
滅
七
幅
即
生
天
下
和
順
日
月
清
明
風
雨
以
時
災
勵
不
起
國
豐
民
安
兵
戈
無
用
崇
徳
興
仁
務
修
禮
讓

西
京
蒔

梵
騒

校

騨

阿

施

(鰰
貍

人
稿
)

と
は
、
佛
暦
護
持
者
と
し
て
の
神
阿
が
、
憂
國
護
法
の
忠
誠
湧
く
と
こ
ろ
、
教
學
報
國
を
目
指
し
て
、
明
治
十
三
年
梵
暦
學
校

(
京
都

四
條
寺
町
下
聖
光
寺
内
)
を
創
建
し
、
校
是
と
し
て
羯
け
た
綱
領
の
奥
書
で
あ
る
。
梵
暦
學
校
の
校
是
、
綱
領

と
は
、
禪
武
創
業
の
指
導

理
念
に
し
て
更
に
國

民
實
踐
の
上
の
方
針
原
則
た
る
五
ケ
條
の
詔
勅
を
指
す
。

〔
教
育

の
骨
子
〕

今
地
動
読
に
羯
應
す
る
に
梵
暦
を
以
て
せ
る
是
非
は
兎
も
角
と
し
て
も
、
彼
の
採

つ
た
教
育
の
骨
髓
に
し
て
、
嚴
肅

な
る
報
國
精
神
の
示
現
と
見
る
べ
く
、
い
か
に
も
國
師
、
國
用
、
憂
國
憂
宗
の
士
達
成
へ
の
志
願
盗
る

」
襟
度
が
看
取
さ
れ
、
・沒
我
奉
公

の
氣
宇
漲
る
正
行
報
國
の
警
策
を
全
面
的
に
把
握
出
來
る
で
あ
ら
・ン
。

日
本
性
心
正
行
報
國
(鵜
飼
)

三
三



三
四

實
に
神
阿
和
省
は
、
読
譽
隆
音
と
云
ひ
、
丈
化
十
四
年
三
河
國
忙
生
れ
、
明
治
十
六
年
五
月
組
山
知
恩
院
に
於
け
る
講
筵
中
途
に
し
て

、倒
る
迄
六
十
有
七
年
、
幕
末
維
新
の
政
治
的
大
轉
換
i

そ
れ
は
期
せ
す
し
て
澎
湃
と
し
て

一
世
を
風
靡
し
た
丈
明
開
化
の
謬
れ
る
文
化

觀
念
は
、
舊
物
打
破
の
思
想
を
讓
し
歡
界
は

一
大
動
搖
々
惹
起
し
そ
の
難
局
打
開
に
幾
多
の
苦
錬
を
經
て
雄
汝
し
く
も
立
ち
上
つ
た
の
で

あ
る
が
1

大
激
變
の
さ
中
に
、
精
魂
を
護
法
と
國
事
に
傾
注
し
破
我
奉
仕
無
窮
の
國
礎
に
歸
命
せ
る
挺
身
的
宗
侶
と
し
て
恭
慕
の
情
轉

た
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

扶
宗
愛
國
の
烈
情
を
捧
け
盡
し
た
、
禪
阿
隆
膏
の
傳
歴
は
從
來
あ
ま
り
瞭
か
に
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
今
吾
人

は
、
神
阿
上
人
の
著
書
並

に
遺
稿
(稿
本
雜
集
)
を
中
心
と
し
て
、
報
國
思
想
並
憂
國
運
動
の

一
端
を
考
察
し
て
大
方
の
是
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

(傳
暦
に
關
し
て
は

摩
訶
衍
十
八
收
石
橋
氏
の
紳
阿
和
荷
傳
、
並
、
眞
葛
原
叢
四
、
收
拙
稿
參
照
)

二

王
政
復
古
の
精
神
、
こ
の
思
想
信
念
は
國
民
の
國
家
的
、
瓧
會
的
生
活
の
歸
佳
的
本
體
と
し
て
の
皇
位
の
認
識
で
あ
る
。
從
つ
て
之
が

内
に
向

へ
ば
尊
王
論
と
な
り
、
外
に
對
し
て
攘
夷
と
な
る
。
而
し
て
幕
末
維
薪
に
か
け
て
、
近
世
初
頭
以
來
興

っ
た
現
實
的
精
神
と
、
逆

に
促
が
さ
れ
て
き
た
古
代
研
究
帥
日
本
我
把
捉
の
思
想
的
努
力
の
結
果
、
古
道
古
學
は
本
居
、
甼
田
に
依
つ
て
大
成
さ
れ
、
思
想
界
は

一

變

し
、
復
古
國
學
の
勃
興
と
な
り
、

〔
内
尊
外
卑
と
破
佛
〕

内
尊
外
卑
の
思
想
を
孕
み
に
孕
ん
で
、
大
政
奉
還
の
壯
擧
に
相
ふ
。
其
間
國
民
的
思
潮
と
な
り
、

一
世
を
壟
斷

し
た
古
道
派
の
外
國
觀
が
如
何
に
當
世
に
及
ぽ
し
た
か
は
、-
喋

女
の
要
は
あ
る
ま
い
。
篤
胤
の
儒
道
佛
道
興
つ
て
古
道
廢
れ
、
皇
威
も
爲

に
衰

へ
た
り
と
(大
道
或
問
)
極
論
す
る
に
於
て
を
や
で
あ
る
。



王
政
復
古
、
大
政
奉
還
と
云
ふ
そ
の
氣
邏
に
乘
じ
て
、
叉
そ
れ
と
相
前
後
し
て
起
つ
た
1

廢
佛
毀
釋
の
邏
動
は
効
を
牧
め
た
の
で
・あ

る
が
、
i

文
明
開
化

へ
の
心
醉
は
、
途
に
舊
弊

一
洗
舊
物
打
破
の
迷
妄
運
動
を
招
致
し
、
殊
に
久
し
き
に
亙
る
封
建
的
弊
風
の
中
に
殆

ど
涸
渇
形
式
化
し
た
教
界
は
爼
上
に
の
ぽ
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
神
佛
分
離
の
反
佛
教
邏
動
所
謂
廢
佛
毀
釋
の
烽
火
は
、
撥
夷
に
裏
付
ら
れ

て
燎
原
の
そ
れ
の
如
く
廣
が
つ
て
い
つ
た
。
然
し
丈
明
開
化
と
い
ふ
こ
よ
な
き
美
名
に
か
く
れ
、
無
批
判
的
な
破
佛
の
妄
動
に
樹
し
て
は

當

然
そ
こ
に
文
化
攝
取
の
正
し
き
批
判
整
理
は
必
要
と
せ
ら
れ
る
。

〔
梵
暦
蓮
勤
〕

か
の
普
門
圓
通
に
依

つ
て
唱
導
せ
ら
れ
た
護
法
梵
暦
運
動
の
提
唱
の
如
き
は
ま
さ
し
く
、
そ
の
要
望
に
應

へ
た
も
の
で

あ
ら
う
。

(工
藤
康
悔
氏
勤
皇
護
法
信
行
學
頭
參
照
)尊
王
攘
夷
の
思
想
の
凄
じ
き
餘
勢
に
乘
じ
て
、
教
界
は
鏡
意
護
法
に
大
童
と
な
ら
ざ
る
を

ゆ

得
な
い
。
し
か
し
官
尊
民
卑
で
、
官
權
乏
皇
權
と
を
混
同
し
て
ゐ
る
が
如
き
思
想
的
未
成
年
の
當
時
に
あ
つ
て
、
古
道
觀
の
謬
想
に
立
つ

の
Ψ

/

爲

政
者
が
、
佛
教
を
無
用
有
害
靦
し
、
佛
法
は
異
國
の
道
勅
命
に
背
く
釋
氏
は
淌
穀
の
民
と
や
ら
れ
て
は
兢
.女
た
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た

で
あ
ら
う
。
從
つ
て
之
に
封
應
し
反
駁
す
る
護
法
逕
動
は
、
皇
國
佛
教
を
主
張
し
、
佛
法
が
邦
家
に
利
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
叉
新
國
家
に

利

あ
り
し
こ
と
の
實
證
、
つ
ま
り
佛
教
の
薪
時
代
的
再
認
識
邂
動
を
振
起
す
る
は
當
然
の
成
行
と
見
ね
ば
な
ら

ぬ
。
(徳
重
淺
吉
氏
著
維
新
政

治
宗
教
史
研
究
收
、
維
新
前
後
佛
教
徒
と
日
本
精
神
)

帥
ち
佛
教
は
渡
來
以
來
列
聖
の
尊
信
を
忝
う
し
、
民
生
の
安
心
を
読
く
。
鎭
護
國
家
を
標
榜
し
、
皇
國
佛
教

と
し
て
日
本
精
神
を
培
ひ

來

た
和
國
の
聖
道
で
あ
る
。
然
る
に
王
政

一
薪
鎖
國
解
滔
以
來
新
奇
の
洋
學
は
、
禁
制
の
邪
歡
を
傳
ふ
。
も
か
も
そ
れ
を
世
界
制
覇
の
手

段

と
し
て
徐
う
に
奪
國
の
掠
爪
を
磨
ぐ
。
圖
太
く
も
策
謀
す
る
込
こ
ろ
日
本
侵
略
に
あ
る
。
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
日
本
精
神
文
化
の
裏

付

で
あ
り
、
皇
道
精
神
の
昂
揚
の
内
容
的
基
礎
づ
け
と
し
て
佛
道
を
護
持
す
る
は
、
王
法
を
萬
古
に
長
昌
な
ら
し
む
る
所
以
、
王
法
印
佛

日
本
性
心
正
行
報
國
(鵜
飼
)

三
五



三
六

法
は
日
本
佛
教
の
特
色
、
王
法
滅
し
て
佛
法
興
る
謂
な
く
、
佛
法
滅
、し
て
獨
り
王
法
昌
ゆ

る

謂

な

し
、
今
や
如
何
な
る
犧
牲
を
拂

つ
て

も
、
王
法
の
尊
嚴
護
持
の
た
め
、
拔
き
難
き
教
界
の
因
襲
と
脅
弊
を

一
掃
し
、
自
肅
と
反
省
を
以
て
佛
教
本
來

の
面
目
を
發
揮
し
、
佛
法

國

釜
の
實
證
に
勵
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
薪
來
の
洋
學
は
、
癒
爪斷
の
邪
教
を
齎
ら
し
、
剩
さ
へ
領

土
的
野
心
を
持
つ
。

ノ

如
上
の
思
想
よ
り
東
京
、
京
都
、
名
古
屋
三
都
の
梵
暦
肚
中
の
志
士
は
、
盗
る
憂
國
の
思
想
も
て
、
蘊
蓄
を

傾
け
て
梵
暦
の
研
究
に
憂

身
を
や
つ
し
、
佛
法
を
も

つ
て
王
法
護
持
せ
ん
の
徹
底

せ
る
攘
夷
排
外
の
論
を
布
き
、
か
く
て
燃
ゆ
る
沒
我
奉
公
の
誠
衷
は
、
護
法
蓮
動

と
な
ゆ
、
更
に
勤
皇
蓮
動
と
な

つ
て
現
は
れ
、
途
に
志
士
を
し
て
克
く
倒
幕
海
防
に
ま
で
進
展
し
、
維
新
回
天

の
曠
古
の
聖
業
を
翼
賛
し

奉

つ
て
ゐ
る
。

〔
梵
暦
學
校
と
教
學
報
國
〕

梵
暦
杜
中
に
於
け
る
飛
躍
的
互
匠
と
し
て
江
戸
の
存
統
、
京
都
の
禪
阿
が
擧
げ
ら
る
。
云
ふ
迄
も
な
く
梵

暦
普
及
研
究
蓮
動
は
旺
な
る
尊
王
撥
夷
精
神
が
そ
の
發
源
を
な
す
こ
と
は
如
上
の
如
く
で
あ
る
が
、
領
土
的
野

心
を
持

つ
洋
鬼
を
撲
滅
す

る
、
帥
ち
闢
邪
、
破
邪
の
蓮
動
は
、
維
薪
思
想
運
動
の

一
核
心
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
護
法
蓮
動
と
し

て
の
闢
邪
運
動
の
思
想
的

方
面
は
、
殆
ど
佛
徒
に
獨
占
さ
れ
全
佛
徒
の
中
心
問
題
で
あ
つ
た
。
こ

』
に
留
意
す
べ
き
は
神
阿
の
創
業
に
係

る
梵
暦
學
校
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
明
治
十
三
年
そ
の
緒
に
つ
い
た
の
で
、
而
し
て
彼
は
明
治
十
六
年
邁
化
し
て
ゐ
る
か
ら
、
國

土
有
爲
の
士
逹
成

へ
の
志
願

は
滿
足
す
る
に
至
ら
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。
然
し
な
が
ら
創
建
の
意
圖
あ
る
と
こ
ろ
は
皇
國
民
錬
成
の
ひ
た
む
き
な
至
純
至
誠
に
外
な
ら

ぬ
。
佛
法
を
堅
持
し
て
皇
國
萬
代
を
壽
ぐ
防
邪
攘
夷
を
背
景
と
す
る
新
教
化
蓮
動
で
あ
り
、
新
國
家
に
寄
與

せ
ん
と
す
る
瓧
會
的
自
省
改

新

運
動
で
あ
る
。

〔
護
法
護
國

の

幽
致
〕

當
然
こ

、
に
禪
阿
の
護
法
は
、
護
國
蓮
動

と
相
關

}
致
す
。
か
の
梵
暦
學
校
教
材
「
巡
化
條
目
」
に
見
ら
る

、



一
、
國
體
維
持
朝
旨
方
策

一
、
丈
明
開
化
朝
旨
方
策

一
、
交

易

朝

正

策

一
、
富
國
張
兵
朝
旨
方
策

一
、
勸
善
懲
惡
天
地
公
道
宗
正
策

一
、
禪
佛
教
協
心
戮
力
方
策

一
、
梵

暦

學

校

正

策

一
々
の
叙
解
は
、
ま
さ
し
く
皇
道
發
揚
の
警
策
に
し
て
、
殊
に
學
校
入
學
生
に
は
禪
武
創
業
の
實
踐
形
式
と
し
て
の
國
是
五
ケ
條
を
必

ヘ

ヘ

ヘ

へ

す
暗
誦
せ
し
め
、
日
本
性
心
(
精
神
)
正
行
(
正
法
)
報
國
の
爲
に
せ
ば
、
佛
神
擁
護
、
天
下
和
順
と
國
家
に
封
す

る
愛
念
の
情
臻
ら
ざ
る
な

く
、
護
法
有
爲
の
士
を
撫
育
薫
陶
し
、
禪
武
創
業

一
新

へ
の

一
助
な
り
と
も
せ
ん
と
の
教
學
報
國
の
烈
惰
を
感
得
す
べ
き
で
あ
る
。

三

〔
三
教

一
致
運
動
〕

禪
儒
佛
三
道
は
、
皇
國
の
經
理
に
し
て
、
治
教
に
釜
あ
り
と
す
る
は
、
時
代
通
勢
で
あ

つ
た
。
然
し
佛
教
は
、
異

國

㊨
道
で
あ
り
釋
氏
は
禪
國
の
叛
民
で
あ
る
と
の
読
は
、
當
時
思
想
界
を
壟
斷
し
政
權
を
支
配
し
た
禪
儒
者

}
般

の
謬
見
で
あ
る
。
護
法

は
之
に
對
し
て
破
斥
の
立
場
を
取
ら
ざ
る
を
碍
な
い
。
か
の
幕
末
の
破
邪
的
活
動
と
維
新
の
排
佛
の
護
法
的
活
動
に
專
心
せ
る
、
我
が
、

徹
定

(明
治
三
年
刊
+
二
問
答
)行
誠

(明
治
三
年
刊
鹿
島
問
答
)等
の
三
歡

一
致
の
宣
論
は
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

禪
阿
も
亦
、
全
政
王
道
論
、
紳
典
教
主
論
を
著
し
、
天
政
輔
佐
、

王
法
資
助
を
根
幹
と
す
る
儒
佛
探
用
三
教
全
政
を
彊
調
す
。
こ
れ
三

日
本
性
心
正
行
報
國
(鵜
飼
)

三
七



三
八

歡

渾
然
融
合
し
、
王
法
を
資
助
せ
し
信
仰
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

尚
明
治
元
年
「
聖
徳
太
子
五
憲
法
」
の
科
註
、
明
治
五
年
「勅
五
憲
法
」
の
和
解
は
明
瞭
に
佛
教
が
治
教
に
釜
あ

る
を
能
読
し
日
本
性
心

(
精
神
)
正
行
(
正
法
)
報
國
の
顯
示
で
あ
る
ゐ

-

方
今
洋
教
開
禁
さ
れ
、
爲
政
者
は
そ
の
選
用
を
謬
ま
り
、
徒
ら
に
偏
儒
武
弊
に
陷
り
、
天
政
王
道
を
辨
知
せ
す
。
こ
れ
全
く
祚
國
に
生

れ
禪
恩
を
思
は
ざ
る
の
甚
し
き
も
の
、
今
や
神
武
復
古
王
政
の
神
威
を
萬
國
に
振
起
し
舊
弊
悉
く
新
た
な
・り
ん

と
す
な
の
秋
、
華
頂
勸
學

・院

よ
り
聖
徳
太
子
の
五
憲
法

(+
七
憲
法
並
に
政
家
、
儒
士
、
紳
職
、
釋
氏
の
四
憲
法
)
を
、
再
刻
和
解
せ
る
は
、
三
道
を
以
て
、
王
道
を
昌
ん

な

ら
し
め
、
佛
教
は
、
治
國
の
法
に
し
て
全
く
萬
民
保
全
の
國
恩
に
報
す
る
和
魂
勇
進
の
途
な
る
を
瞭
か
に
す

る
も
の
で
あ
る
。

「
い
ま
や
上
元
復
古
の
天
蓮
正
に
王
政
復
古
の
御
世
と
な
り
舊
弊
悉
く
新
た
な
ら
ん
と
す
幸
ひ
に
こ
の

祚
武
天
皇
復
古
の
憲
法
に
復
し
、
武
弊
を
除
く
の
規
繩
な
ら
む
事
を
お
も
ひ
、
且
は
皇
太
子
の
逋
忌
に
向
ひ
、
王
政
鎭
護
の
御
誓
願
を
仰
ぎ
奉
ら
ん
事

を
思
ひ
、.
數
年
巡
講
の
間
隨
喜
の
人
多
く
已
に
弘
通
さ
か
ん
な
ら
ん
と
す
。
猶
更
庶
人
に
至
る
ま
で
倦
ま
ざ
ら
令
無
と
の
、
叡
慮
を
、
下
愚
に
ゆ
き
渡
ら

せ
ま
ほ
し
く
因
に
是
を
和
字
に
し
て
弘
め
ん
こ
と
を
請
ふ
人
の
數
多
あ
れ
ば
(中
略
)速
に
官
許
を
蒙
り
梓
に
昇
し
て
普
く
世
に
流
し
た
ら
ま
し
か
ば
、
王

政
の
一
助
と
も
な
り
侍
り
ぬ
べ
し
。
然
に
序
主
通
蒙
と
四
憲
法
と
の
中
に
、
い
さ
さ
か
齟
齬
の
有
を
會
合
せ
ら
る
」
事
、
序
文
の
ご
と
く
な
れ
ど
・も
、
い

ま
だ
理
を
盡
せ
り
と
も
見
え
ず
、
故
に
お
の
れ
騨
阿
亦

一
義
を
読
て
是
を
助
く
(中
略
)蓋
し
天
慶
の
王
政
を
お
も
は
ず
。

推
古
天
皇
、
聖
徳
太
子
に
縁
な
き
も
の
は
、
と
ま
れ
か
く
ま
れ
苟
し
く
も
天
が
下
に
住
み
て
、
天
に
歸
す
る
こ
と
を
知
り
、
天
政
の
王
道
を
慕
ふ
も
の

誰
か
此
復
古
、
紳
武
王
政
の
古
を
お
も
は
ざ
ら
ん
や
。
今
此
古
典
の
故
き
を
温
ね
は
、
天
下
一
薪
の
一
助
と
も
な
り
な
む
か
し
。
方
今
、
勅
誓
、
萬
民
保

全
の
國
冖恩
を
報
じ
奉
ら
ん
が
た
め
、
身
の
短
才
を
顧
み
ず
、
本
紀
口
す
る
を
な
げ
く
餘
り
、
天
政
を
輔
佐
し
同
志
に
盈
て
ん
こ
と
を
欲
す
る
の
み
、
且
希

く
は
普
天
の
賢
哲
茜
洋
各
教
を
熟
覽
し
て
吾
天
祚
の
高
風
に
混
淆
せ
ず
、
洋
教
憲
法
の
詔
り
を
蒙
り
く
は
へ
て
六
憲
法
と
し

一
新
の
規
矩
都
鄙
と
等
し
く

膿
仰
せ
し
め
は
、
萬
世
の
國
寶
な
ら
ざ
ら
め
や
は
、



時
に
明
治
四
年
辛
未
秋

華
頂
山

勸
學
院
中

瀞
阿
欽
誌

(推
古
帝
勅
五
憲
法
再
刻
序
)

寔
に
こ
れ
、
該
書
に
云
ふ
東
大
寺
義
海
の

「
誠
に
こ
の
報
國
の
た
め
に
、
身
命
を
捨

つ
べ
き
の
時
邃
な
り
、
ね
が
は
く
は
上
天
欣
求
の

兄
弟
お
く
れ
て
意
を
殘
さ
む
よ
り
は
、
競
ひ
て
、
勅
意
に
成
ぜ
む
こ
と
を
勵
ま
し
指
を
折
て
、
龍
顏
の
ゑ
み
を
拜
し
奉
ら
む
云
云
」
-の
附

言
と
共
に
、
紳
阿
の
勤
王
護
法
の
至
要
な
る
熟
魂
を
味
得
し
得
ら
れ
る
。

叉
、'
明
治
十

一
年
元
老
院
宛

「
奉
建
言
、
國
體
急
務
評
並
副
書
」
を
呈
し
、
政
局
者
の
洋
政
に
徒
ら
に
目
眩

み
、
自
省
再
檢
討
な
き
政

策
を
罵
倒
し
、
或
は
宣
長
な
ど
の
、
我
國
は
言
葉
の
國
に
し
て
治
國
の
教
法
な
し
と
云
ふ
國
學
者
の
弊
を
評
し
、
紀
集
註
並
に
國
史
略
に

云
ふ
、
{,奪
二崇
大
禪
一配
ノ
日
稱
二
日
神

一所
謂
配
日
の
二
字
は
、
記
紀
に
逆
ら
ひ
、
皇
統

一
系
及
日
本
稱
を
廢
絶
す
る
に
至
ら
し
め
る
大
過

を
招
來
す
る
L
(紳
阿
遺
稿
集
)
と
宣
読
詳
記
す
る
な
ど
、
そ
の
傑
出
せ
る
志
願
は
、
恰
も
明
治
二
年

六
月
淨
土
宗

よ
り
内
願

(諸
宗
同
徳
會
)

し
た
廢
合
寺
反
對
の
建
白
書
と
共
に
、
如
何
に
も
護
國
の
赤
誠
の
迸
り
出
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

四

〔
交
易
政
策
と
報
國
耻
〕
,
明
治
維
新
の
噺
外
來
思
想
は
實
に
文
明
開
化
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
舊
來
の
思
想

に
關
す
る
正
札
の
附
替
が

そ
の
基
調
を
な
す
曾
だ

か
ら

一
應
外
來
そ
の
ま

丶
の
模
倣
で
、
舊
物
卑
下
の
評
價
が
行
は
れ
る
は
當
然
と
見
ら
れ
る
。
澎
湃
と
し
て
推
寄

せ
來
る
文
明
開
化
の
新
潮
流
に
出
會

つ
て
、
捷
ら
な
る
模
倣
憧
曝
の
謬
れ
る
文
化
思
想
に
樹
し
て
は
、
超
然
と
し
て
時
流
を
拔
き
、
教
界

の
指
導
を
以
て
任
ぜ
し
人
に
も
決
し
て
少
く
な
い
。
徹
定
、
行
誠
等
の
偉
僭
は
蹶
然
起

つ
て
、
謬
見
打
破
に
も
ゆ
る
熟
情
を
吐
露
し
て
ゐ

る
、
彼
の
神
阿

は
、
悲
憤
慷
慨
や
る
方
な
く
、
明
治
五
年
「
國
體
維
持
」
の
述
懐
を
述
べ
、
交
昼
改
正
政
策
を
論
じ
、
舶
來
品
を
止
め
國
産

愛
用
を
叫
び
、
し
か
も
淌
費
節
約
し
、
富
國
彊
兵
方
策
進
に
及
ぶ
。

日
本
性
心
正
行
報
國
(鵜
飼
)

三
九



四
〇

(前
略
〉
交
易
並
策

ヲ
辨

セ
バ
古
語

云
無
處
慮

則
必
有

近
愁
、
塵

積
則
成
山
、
小
費
苦
大
借
小
人
貧
利
必
亂
矣
實
哉
此
言
蓋

シ
方
今

ノ
新
弊

ヤ
常
用
珍

シ

キ

ニ
走

テ
少
利

二
惹

ヒ
終

二
國
家

ノ
大
患

二
陷

ル
ヲ
慮

ラ

ス
、
其

近

キ
ヲ
云

ハ
舶
來

ノ
費

ヒ
國

琵
財
融

ヲ
罔

シ
貧
國

二
陷

ラ
令

ル
不
忠

タ
ル

敬
祕
愛
國

ノ
朝
旨

二
逆

キ
必

ス
近
愁

血
涙

大
歎
息

ヲ
如
何

セ

ン
、
急

二
豫
防

セ
ス

ソ

バ
木
石
無
心

二
同

シ
カ
ラ

ン
、
故

二
今
交
易

ノ
過

チ
ヲ
改

メ
貧
國

箭
陷

ル
ヲ
防

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ン
ニ
ハ
先
第

一
舶
來
品

ヲ
止
メ
以
テ
國
琵

融
通

ヲ
要

ト
シ
、
其
輕

キ

ハ
石
油

ヲ

一
戸

二
二
夕

五
撮

ヲ
用

ユ
ト
見
倣

セ
、
全
國
大
數

三
千

入
百
萬
戸
中

二
用

ル
宅
凡

ソ
九
百
萬
戸

ト

シ
其

一
日
用
合

シ
テ
千

七
百
五
千
石

ト
ナ
ル
、
、
一
年
合

シ
テ
六
百

五
十
入
萬
七
千

五
百
石

ト
積

ル
ナ
リ
、
然

二
我
國

琵

ノ
油
僅
力

三
百
穴

ト
倣

シ
之

ヲ
精
製

セ

ハ
滅

シ
テ
五
分

一
ト
ナ
ル
、
其
高
凡

ソ
五
千
石

ト
ナ

レ

ハ
全
國
用
只

三
夜
用

ノ
、・・
此
外

ハ
皆

外
國

琵
三
百
六
十

一
一日
用

二
十

入
萬
石

ニ
シ
テ
、
其

下
等

ノ
價

一
石
代
九
圓
九
十
九
錢

ト
シ
、
惣
合

シ
テ
六
千

三
百
入
十
萬

圓
ト
ナ
ル
、
其
助

品

ノ
費

モ
亦
少

ナ
カ

ラ
サ

ル
ヲ
順
知

ス

ヘ

シ
、
叉
何

品

ニ
テ
モ

一
戸

モ
五
錢

ノ
品

ヲ
費

セ

ハ
全
國

三
千
入
百
萬
戸
用
合

シ
テ
六
億

九
千

三
百
五
十
萬

圓

ト
ナ

ル
、
蓋

シ
是
塵

モ
積

レ

ハ
山

ト
ナ
ル
ナ

ラ

ス
ヤ
、
依

テ
富

國
變

シ
テ
貧
國

ト
ナ
リ
全
國
身
代
局

リ
ト
攻

ル
時

ハ
彼
屬
國
同
然

二
陷

リ
血
涙
苦
惱

云

ヘ
カ

ラ
ス
、
蓋

シ
舶

來
品

ハ
世

ヲ
濟

ヘ
キ
諸
品

-
ニ
シ
テ
ロ
ロ

ナ
ラ
ザ

ル
ヲ
知
リ

ッ
ッ
珍

シ
キ

ニ
,惑

ヒ
近

キ

ニ
走

テ
遽
慮

ナ
ク
國
産

ヲ
用

ヒ
サ
ル
過

チ
全
國
極
貧

二
攻

リ

タ
ル
的
證

ニ
ハ
ロ
ロ
家

ノ
終
リ
沼

金

ノ
賤

シ
キ

一
圓

ヲ
我
正
金

二
配
當

セ

ハ
五
十
錢
位

ナ
ル

モ
昇

テ
ニ
圓
ト
ナ
リ

ヌ
故

二
其
他
財

ノ
紙
幤

ノ

一
圓
力
牛
圓

二
陷

リ
ヌ
、
所
謂
小
人
窮

ス
レ

ハ

此

二
亂

ス
互

二
義

務

ヲ
忘

レ
只
見
利

ヲ
私

マ

・
ニ
シ
殘
害
盜
賊
劫
奪
火
災

ノ
大
患

二
陷

リ
、

血
涙

ノ
苦
患
ヲ
云
何

セ

ソ
、
此
時

二
至

テ
後
悔

ス
ル

モ
何

ソ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

カ

ス

ヘ
キ
ソ
ヤ
、
此

二
遠
慮

ノ
同
志

ヲ
誘

ヒ
從
今
舶
來
用

ヲ
止

メ
國
産
用

ヲ
勸

ル
同
盟

ヲ
立

テ
報
國
肚

ヲ
結

ヒ
貧
國
忽

チ
變

シ
テ
富
國

ノ
朝
旨

ナ
ラ

ソ
ヲ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

濤

ル
方
策

ヲ
勵

サ

ン
コ
ト
ヲ
欲

ス
、
夫

レ
有
生
者
欽

テ
聞

ヘ
シ
、
第

一
此
騨
國

二
生

レ
此
瀞
物

二
撫
育

ヲ
蒙

ル

コ
ト
ヲ
知

ハ
誰

力
此

富
國

ヲ
計

ラ
サ
ル
、

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

三
度

ノ
食

ヲ
ロ

ニ
シ
塞

ヲ
凌

ク
ノ
愛
育

ヲ
思

ハ
愛
國

ノ
朝
旨

ヲ
勵
サ

ス
ソ

バ
有

ヘ
カ

ラ
ス
、

欽
テ
請

フ
外

ヲ
丙

ニ
シ
テ
彼

二
惑

ヒ
、
是

ラ
外

ニ
シ
テ
内

ノ

災

ヒ
ヲ
除

ソ

コ
ト
ヲ
勸

メ
ス
ン

ハ
有

ヘ
カ

ラ
ス
、
何

ソ
木
石
無
心

二
異

ナ
ラ
サ

ル
恐

レ
ス

ソ
バ
有

ヘ
カ
ラ
ス
嗔

マ
ス

ン

ハ
有

ヘ
カ
デ

ス
。

梵
暦
學
校
報
國
瓧

西
京
寺

町

聖
光
寺

碑

阿
誌

言

々
句

々
ま

さ

に

憂

國

の

金

文

字

な

ら

ざ

る

は

な

く

愛

國

の
烈

情

た

ら

ざ

る

は

な

い
。

國

の

富

源

は

第

一
舶

來

品

を

驅

逐

し
、

淌

費

節

約

す

る

こ

と
に

あ

り

。

「
油

の

一
滴

は

血

の

一
滴

」
國

家

經

濟
の

立

場

よ

り
國

産

油

の
愛



用
を
叫
ぶ
只
徒
ら
に
歐
米
模
倣
に
淨
身
を
窶
し
、
舊
物
破
壞
を
た
て
ま

へ
と
す
る
輩
を
誡
め
、
同
志
を
誘
ひ
舶
來
品
を
排
除
し
、
國
産
品

　
　

　
　

　

を
す

、
め
る
同
盟
を
結
び
て
「
報
擱
肚
」
と
名
付
け
、
我
等
無
比
の
神
國
に
生
れ
、
神
物
に
撫
育
せ
ら
る

、
恩
寵
を
思
は
ば
、
外
來
洋
鬼
に

誑
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
富
國
愛
國
の
朝
旨
を
勵
ま
さ
ん
と
、
皇
國
鞏
固
の
爲
に
國
産
愛
用
し
、
奢
侈
を
つ
エ
し
む
べ
し
と
。
國
家
百
年

の
大
計
の
爲
、
朽
ち
せ
ぬ
無
限
の
生
命
あ
る
活
力
、
輸
入
防
遏
、
滄
甍
節
約
、
堅
忍
持

久
、
資
源
愛
護
の
こ
の
高
き
調

べ
は
、
興
亞
の
聖

業
日
に
成
る
の
國
民
總
力
戰
下
の
對
應
策
、
國
産
愛
用
蓮
動
の
所
謂
國
民
精
神
總
動
員
の
先
驅
を
な
す
も
の
で
あ
ら
う
。

日
本
性
心
盂
行
報
國
(鵜
飼
)

四

一




